
「西塩子の回り舞台」裏方ばなし ～プロローグ～

市民の方からの まちのできごと
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「西塩子の回り舞台」を支える人々
　“組立式の仮設舞台” というと粗末な印象を受け
ますが、実際は舞台間口・花道とも江戸の芝居小
屋に引けを取らない６間（約11ｍ）もの規模を誇
ります。柱や屋根こそ丸太や竹ですが、幕や舞台
背景をセットすれば、豪華な歌舞伎舞台のできあ
がり。ここで演じられる夢のような悲喜劇に、見
物人は笑ったり涙を絞ったりという訳です。しか
し、そこに至るまでの関係者の奮闘ぶりは、文字
通りの舞台裏、ほとんど皆さんには見えません。
　そこで、本業の合間を縫って、一人何役で舞台
を支える地元やボランティアの人々の、活動の様
子をレポートし、次号より連載でお伝えします。

　平成20年度の国民文化祭での組み立て以来、震災の影響で実施が延期されていた「西塩子の回り舞台」が、　

今年、５年ぶりに組み立てられます。組み立て開始は８月25日、歌舞伎公演も10月19日開催と決定しました。

市内に残る貴重な農村舞台
「西塩子の回り舞台」は、江戸時代後期（1820

年頃）の道具も残っている組立式の農村舞台。都
市にある歌舞伎座のような施設とは違い、地方に
住む庶民が、村祭りの余興として人形芝居や歌舞
伎を楽しむために建てたものです。常設のものと、
西塩子の舞台のように使用する時だけ建てる仮設
で組立式のものがあり、市内で確認されている下
小瀬・門井・国長・下檜沢、そして今は失われて
しまった小舟・長田の舞台もすべて組立式です。
県内で農村舞台が確認されているのは当市のみ。
全国的に見ても、特異な文化圏として注目されて
います。

「第9回ひたちなか PENALTY オーシャン
 カップ U-12 大会」で優勝
大宮サッカースポーツ少年団

指導者　野上　由樹雄さん

　4月6日・14日に開催された「第9回ひたちなか

PＥＮＡＬＴＹオーシャンカップU-12大会」は、県内
外から72の少年団・クラブチームが参加しました。

試合では子どもたち1人ひとりが力を発揮し、予

選ブロック1位、決勝トーナメントでも強豪との

接戦を勝ち上がり、創立20周年になる当団初の

優勝を飾ることができました。

　この優勝をきっかけに、6年生は最高学年とし

ての自覚が見えるようになりました。これからも

子どもたちには、自らの力で最高の舞台に立てる

ように挑戦し続けてほしいと思います。

“舞台を支えたい人” 募集中！
　西塩子地区は戸数70に満たない小集落。衣裳や大道具作り、組み立てなど、これまで大勢のボランティアの
協力によって活動を続けてきました。この活動に、皆さんも参加しませんか。そして、市全体を元気にする活
動へとつなげましょう。ご連絡をお待ちしています。
　常陸大宮市歴史民俗資料館大宮館　 ☎52-1450　FAX 52-5233　※月曜日・祝日休館
　西塩子の回り舞台保存会公式ホームページ　http://mawari-butai.jpn.org/ 　

▲受賞者を代表し、知事に謝辞を
　述べる髙倉さん

　茨城県弘道館アカデミー賞授与式で髙倉一
か ず み

三さん
（上小瀬）が弘道賞を受賞されました。
　弘道館アカデミー賞とは、弘道アカデミーに登録さ
れている講座を受講し、所定の単位を修得した方に悠々
賞・游

ゆうげい
藝賞が贈られ、さらに学習の成果を生かし長

年地域社会に貢献していると認められる方に弘道賞が
贈られます。

髙倉さんは、定年後に様々な講座を受講し、歴史・
スポーツ・芸術などの分野で、地域に貢献するため現
在も活動中です。その姿は、とてもいきいき、はつら
つとしていて年齢を感じさせません。
「今後は後継者を育て、そして増やしていきたい」

と、熱い思いを語られました。

地域に貢献し、弘道賞を受賞



いっしょにまちづくりいっしょにまちづくりいっしょにまちづくり
第9回常陸大宮市近郊中学校バレーボール大会
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開催日：５月３日・４日
主　催：一般財団法人常陸大宮市体育協会
会　場：西部総合公園体育館
　　　　御前山運動公園トレーニングセンター
参加校：24校

　優　勝　　常陸大宮市立緒川中学校
　準優勝　　常陸太田市立峰山中学校
　第３位　　常陸太田市立南中学校
　　〃　　　ひたちなか市立勝田第二中学校

地域内外の交流が生んだ
エンターテイメント

　「水郡線SLに手を振ろう！」
の呼びかけに快く応えてくれた
皆さんのおかげで、市民発「常
陸大宮CM」が完成しました。そ
して、ロゼホール無料上映会に
は 多 く の 方 に 足 を 運 ん で い た
だ き ま し た。 郷 土 へ の 愛 情 が

詰まった作品として、動画投稿サイトでは、予
告編を含め再生回数が１万回を超え、世界各国
からアクセスがあります。「人」の温かさが地域
の魅力として伝わったのではないかと思います。 
　小さな呼びかけから始まった試みが、次第につ
ながりとなり、楽しんで取り組むことで感動を生
み、地域への愛情が深まり、その郷土愛がまた地域
を動かす原動力になる。そんな「やってみたい」か
ら始まるまちづくりが広がっていくことを願いなが
ら、「聞いて珍しい」「見て面白い」「やって楽しい」
地域の魅力を今後も発信していきたいと思います。 

「水郡線SLにみんなで手を振っちゃおう
  プロジェクト常陸大宮CM」 のアドレス
http://youtu.be/p_A0irBFnRk▲優勝した緒川中学校の皆さん

カメラマン
鹿島　秀憲さん

順不同・敬称略　４月26日、常陸大宮市自衛官募集相談員の委嘱
式が行われました。自衛官募集相談員は、それぞれ
の地域での広報活動、希望者に対して自衛隊に関す
る情報提供、自衛隊茨城地方協力本部へ志願者紹介
など、自衛隊、市、地域とのパイプ役を担っています。
また、委嘱式後、長年相談員として活動された佐藤
仁さん（長倉）に本部長より感謝状が贈られました。
【自衛官募集相談員】（任期：平成27年３月31日まで）（敬称略）
大宮地域：宇留野信江、小泉忠、神永克也
山方地域：木村宗之　美和地域：井野上猛
緒川地域：三村勉　御前山地域：疋田勝義

《教育委員会へ》

《青少年育成事業へ》

善意をありがとう

茨城みどり農業協同組合
教材の寄付

常陸大宮ライオンズクラブ
100,000円

自衛官募集相談員委嘱式

▲前列左から三村さん、佐藤さん、三次市長、自衛隊茨城
　地方協力本部長太田 1等空佐、　木村さん、小泉さん
　後列左から井野上さん、疋田さん、神永さん、宇留野さん


